














































































































前3図 岡山県久米南町周辺の横唖両国と新生界の分布図 第4図 岡山県久米南町周辺のき仰層ポと勝田層群の分布図
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試料名 (1) 結 臼発 誘発 (2) (3) (4) (5) ヴラン (6)(7)(8)(9) (10)
測定 晶 核分裂 核分裂 ｢xー 熱中性子線量 相関 年代値(Ma) 測 定
鉱物 敬(個) 飛跡 飛跡 検定 係数 濃度 方法
S(×106cm-2) I(×106cm-2) X(%) d(×104cmう r (ppm ) Age⊥1け
No.1(950629-1)Zr 30 5.15 664 2,45 316 89 7.91 1218 0.757 240 61.5±4.6 ED2




(4)照射場所 ･立教大学炉 TRIGAMARKⅢ 回転試料棚
(5)r:psとp.の相関関係
(6)年代値 :T-(1/入｡)･ln[l+入D･こ･(ps/pl)･pd](EDlはpsxl/2)





田中 元 ･鈴木茂之 ･宝谷 周 ･山本裕雄 ･檀原 徹
野付近で接 していたと推定される.後期始新世の古地
理は,河川は南に流れ,陸域 と海域の境界は現在の海
北部の水系は北流 し,津山付近を東西に伸びる古瀬戸
内海に流れていた.海陸の分布 と水系の流向からみる
と,後期始新世の古地理は中新世のそれより現在の地
形配置に近いと考えられる.
吉備高原地域には,当時の地表付近で小規模に堆積
した地層が,古第三紀か ら現在までの長い期間にわた
って大きな浸食を免れ,現在の地表部に残 されている,
とい う特質がある.このことは,当地域が,少なくと
も古第三紀の約 6000万年の間大きな地殻変動を受け
ていないことを示 している.変動が著 しいといわれる
日本列島の中にあって,吉備高原は古くから入陸的地
貌を呈する特異な地形区として注 目されてきたが,こ
れが地質学的に裏付けられつつある.
吉備高原地域における - 一連の舌第三紀研究が進展
することは,長年の懸案である吉備高原地形発達史の
解明のみならず,北部九州から西近畿にかけての古第
三紀古地理を人きく修正する上で重要な資料 となる
ものと期待 される.
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